






研究目的 

呼吸窮迫症候群(Respiratory Distress Synd-rome;RDS)は肺サーファクタント(Pulmonary 

Surfactant)欠如が病因であり,したがって人工サーファクタントの経気道投与が好成績を

示し脚光を浴びている。 

RDS の診断は羊水中の肺サーファクタントを定量することにより出生前に発症を予測する

ことが可能である。しかしながら,出生後においては,肺サーファクタント欠如を客観的に

とらえることは困難で,臨床症状と胸部 X線写真の所見から臨床的に診断せざるを得ず,誤

診の可能性も少くない。 

一方,肺サーファクタントには分子量がおよそ 32,000～34,000 の特異タンパク(アポタン

パク)が存在し,肺サーファクタントの液体表面への吸着促進作用を有していることが明ら

かにされている。われわれはこのアポタンパクに対する抗体を家兎に作成し,アポタンパク

を指標として免疫学的に肺サーファクタントを定量する方法を開発しつつある。 

本年度の研究においては,気管内挿管中の新生児の気道洗浄液中の肺サーファクタントア

ポタンパクを定量し,RDS の診断法の検討を行った。 


